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１　当課の主な業務は次のように定義されます。

・毛呂山町の歴史や民俗に関する資料を収集、整理、保存に関すること。また、収集、整理した資料
の調査・研究に関すること
・調査研究成果の展示業務に関すること
・埋蔵文化財の調査や指定文化財の管理等、文化財保護の全般的な事務事業に関すること

２　当課の業務は次の方々のために行われます。

資料の収集、整理・保存、調査・研究や展示業務、様々な講座は、郷土の歴史文化に関心を持ち、教
養を深め、自らの学習に活用する人のために。文化財保護の業務は、指定文化財の所有者・管理者及
び文化財に関心を持つ人のために。

３　当課の掲げる数値目標と、その根拠は次のとおりです。

住民との協働による文化財の保存と活用の推進

文化財保護ボランティアの活動満足度

初期値（令和５年度） 80.0％

現状値（令和６年度） 82.8％

目標値（令和７年度） 87.0％

最終目標値（令和11年度） 95.0％

第六次毛呂山町総合振興計画前期基本計画

住民と協働で進める文化財保護活動の活動満足度を向上させ、幅広い方が継続的に活動
に関わっていけるように事業を進めます。

４　目標達成に向けた取り組みにより、次の効果が期待されます。

住民が主体的に文化財の保存に関わることで、文化財は自分たちの財産であるという文化財保護意識
の高揚をもたらし、郷土に対する愛着や誇りが生まれ、シビックプライドの醸成、定住促進が期待さ
れます。

５　昨年度の取り組みの反省点は次のとおりでした。

昨年度より文化財保護活動に参加するボランティアの方々へのアンケート集計を進め、活動に対する
満足感を測る指標を整えることが出来ました。令和６年度の集計結果に基づき、事業の見直しや改善
を進めます。
今後のボランティア活動の実施にあたっては、参加者に対して活動の目的を明確に示し、成果に対す
る評価を行うことで、達成感や充足感、自己肯定感の醸成につなげていくように努めます。

６　当課は掲げた目標達成のために、次の取り組みを行います。

事業実施後にアンケート集計を行い、数字だけではなくボランティア活動参加者の意見や提案を受け
て、ボランティアの方も事業参加者も満足できる事業づくりに取り組みます。
また、ボランティア活動を通じて、新たなコミュニティが生まれるよう環境を整えます。
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